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　これまでに本県でも，つまずきやすいとされる学

習項目について，その解消に向けた研究が数多くな

され，その研究成果を基に，学力の向上が図られた。

しかしながら，分析自体が平均正解率を基にしたも

のであったため，つまずきの解消に向けた指導工夫

が，平均的な学力層に対してのみ有効なものになっ

ていることが多かったのではないかと考える。これ

まで実施した学力到達度調査で平均正解率の低かっ

た学習項目について，改めて学力到達度調査を行い，

平均ではなく学力到達度ごとに，それらの学力到達

度の実態を把握する必要があると考える。さらにそ

れを基に，学力到達度に応じた指導の工夫について

の実践事例を積み重ねる必要があると考える。

　理由は何であれ，「学習は大切と考え，学習内容

を理解したい」と望む生徒は，３教科すべてのどの学

力層でも，９５％以上にのぼることが明らかになった。

このような「学習に対する肯定的な意識」を具体的な

「学習行動」に移すための指導の在り方を，学力到達

度ごと各教科ごとに，具体的にまとめることが必要

であると考える。

　今求められている問題解決能力を育成するために

は，できる限りそのような能力を客観的に測定する

必要がある。ＰＩＳＡの問題等を参考にしながら，

そのような能力を測定するための試験問題の作成に

ついて，研究を進める必要があると考える。

Ⅲ　今後の課題

＜参考・引用文献等＞
１）　ＯＥＣＤ生徒の学習到達度調査（ＰＩＳＡ）　２０００年調査国際結果報告書　（国立教育政策研究所２００２年）
２）　大学入試センター研究報告　「学生は高校で何を学んでくるか」　（大学入試センター研究開発部　２０００年）
３）　秋山仁講演記録「２１世紀に求められる学力とは」（内外経済情勢懇談会での講演）　（東海大学教育研究所２００１年）
４）　課題解決力の育成を目指す教育　（ベネッセ文教総研　２００１年）
５）　高校生の自己概念と学力評価　（ベネッセ文教総研　２００１年）
６）　第３回学習基本調査報告書（小学校編，中学校編，高等学校編）　（ベネッセ教育研究所　２００２年）
７）　診断的学力検査　実施と利用の手引き　（図書文化）
８）　学校教育の心理学　市川伸一・無藤隆著　（学文社　２００１年）
９）　心理学から学習をみなおす　市川伸一著　（岩波書店　２００１年）
１０）　開かれた学びへの出発　市川伸一著　（金子書房　２００２年）
１１）　「学ぶ力」を伸ばすカリキュラム開発　（柴田義松）　授業研究２１　vol.４０　２００２年２月号
１２）　学力を問い直す　佐藤学著　（岩波書店　２００２年）
１３）　数学的活動と反省的経験　根本博著　（東洋館出版　１９９９年）
１４）　到達度評価の研究　橋本重治著　（図書文化　２００２年）
１５）　続・到達度評価の研究　橋本重治著　（図書文化　２００２年）

総合的・発展的な学力試験


